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「今日も平凡な一日だったな」。そう感じる 日々が、どれほど幸せで、どれほど尊

いものなのか。私たちは、その価値をつい忘れてしまいがちです。家族と挨拶を交わ

し、学校で教育を受け、おいしいご飯を食べる。この何気ない日常の中には、争いや

恐怖とは無縁の「平和」が息づいています。 

私たちは今、戦争のない日本という国に生きています。現代では、その「平和」を

当たり前のものと考え、感謝することを忘れてしまっている人が多いのではないでし

ょうか。 少し立ち止まって歴史を振り返れば、私たちが恵まれているこの「平和」

は、決して当たり前のものではなく、数え切れないほどの命と引き換えに成り立って

いることが分かります。 

今から８０年前の１９４５年、日本では戦争が行われており、信じがたい悲惨な出

来事が相次いでいました。８月６日午前８時１５分、広島に原子爆弾が投下され、わ

ずか一瞬で約１４万人の命が奪われました。家族を失った子どもたち、がれきに挟ま

れ、炎の中で助けを求める老人、水を求めて川へ身を投げる人々。そうした叫びは、

今も語り継がれています。 

また、広島以外にも日本では各地で空襲を受け、長崎にも原子爆弾が投下されまし

た。さらに、沖縄では多くの市民が戦争に巻き込まれ、命を落としました。なぜ、こ

のような悲劇が起こったのか。なぜ、自分と同じ人間に対して武器を振るい、傷つけ

ることができたのか。その問いに明確な答えはありません。しかし、だからこそ、「も

う二度と繰り返してはいけない」という意思は、私たち一人ひとりが持つべきだと考

えます。  

現代の社会に目を向けてみると、ウクライナやガザ地区、ミャンマーなどでは、今

この瞬間にも戦争や紛争によって命が奪われています。爆撃の音に怯える子どもたち、

薬や食料が手に入らず苦しむ大人、難民となり故郷を失った人々。私たちが「平凡な 



一日」に退屈さを感じている間にも、世界のどこかでは 「平凡な一日」が失われ続

けているのです。 

「私には何ができるだろう」。現実を目の当たりにし、この作文を書くにあたって、

改めて考えてみました。私は、戦争を直接止めることはできません。しかし、「平和」

を願い、 行動することはできると考えました。ニュースを見て、世界で何が起きてい

るのかを知る。学校で話し合い、共有する。自分の意思を持って選挙に行く。そんな

一人の人間による小さな一歩でも、それは「平和」を支える力になると信じています。  

また、現代を生きる私たちは、過去の悲劇を忘れないよう、歴史を語り継いでいく

べきです。人間は忘れると、同じ過ちを繰り返します。「平和」は、たくさんの犠牲の

上に成り立っているということを、次の世代にも理解してもらうことが大切だと強く

思います。 

そして何よりも、「平凡な毎日」である日常を当たり前と考えず、感謝の気持ちを持

って生きることが最も重要だと考えます。家族と食卓を囲むとき、友達とくだらない

ことで笑い合うとき、温かい布団で眠るとき。そうした光景を目に焼きつけ、「失いた

くない」 と心から願うことが、「平和」の本当の意味を知り、それを守ろうとする姿

勢につながっていくのではないでしょうか。  

未来の世界が、今よりもっと争いや恐怖のない場所であるように、現代を生きる私

たちが「平和」の尊さに気づき、毎日を大切に生きることが求められています。だか

ら私は、「平凡な毎日」を退屈と感じるのではなく、かけがえのない「平和の証」とし

て心に刻み日々感謝を忘れずに生きています。  

一人ひとりが「平和」の尊さに気づき、その意識が世界中へと広がっていくことを、

心から願っています。 

 

 

 

 


